
沙
耶
香
さ
ん
が
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
今
年

の
四
月
。
井
原
市
広
報
で
、
中

学
生
海
外
派
遣
事
業
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
募
集
情
報
を
知
っ
て
か

ら
だ
っ
た
。
考
え
た
末
に
カ
ナ

ダ
行
き
を
選
ん
で
応
募
、
家
族

も
気
持
ち
良
く
送
り
出
す
こ
と

に

。

八
月
一
日
早
朝
、
カ
ナ
ダ
と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
す
る
市
内
の
中
学
生
男

女
計
六
人
は
、
関
係
者
に
見
送

ら
れ
井
原
を
出
発
し
た
。

成
田
に
一
泊
し
て
現
地
時
間

で
二
日
の
午
後
四
時
、
沙
耶
香

さ
ん
は
お
世
話
に
な
る
ビ
ク
ト

リ
ア
市
の
ス
レ
ッ
ド
さ
ん
夫
妻

の
家
に
到
着
。
初
め
て
の
海
外

生
活
が
始
ま
っ
た
。

午
前
中
は
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
カ

レ
ッ
ジ
で
英
語
の
研
修
。
午
後

は
周
辺
各
地
へ
出
掛
け
、
積
極

的
に
異
国
の
文
化
を
学
ん
だ
。

「
初
め
は
向
こ
う
の
人
の
話
す

言
葉
が
聞
き
取
り
に
く
か
っ
た

け
れ
ど
、
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き

ま
し
た
。
大
人
に
な
っ
た
ら
是

非
も
う
一
度
訪
れ
て
み
た
い
」

と
目
を
輝
か
せ
て
い
る
。

沙
耶
香
さ
ん
の
家
族
は
「
中

学
生
で
海
外
生
活
を
体
験
し
た

こ
と
が
将
来
役
立
っ
て
く
れ
れ

ば
嬉
し
い
。
多
く
の
皆
様
に
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
る
。

倉
掛
自
治
会
臨
時
総
会
が
さ

く
ら
の
家
で
八
月
二
十
一
日
、

各
組
自
治
会
長
ら
四
十
五
人
が

出
席
し
て
開
か
れ
た
。

こ
の
た
び
の
議
題
は
、
①
井

原
町
大
運
動
会
の
選
手
選
出
等

に
関
す
る
件

②
自
治
会
規
約

の
一
部
改
正
に
関
す
る
件

③

そ
の
他
、
の
三
項
目
だ
っ
た
。

久
々
に
上
程
さ
れ
た
主
な
自

治
会
規
約
改
正
点
は
「
自
治
連

合
会
役
員
定
数
を
十
五
人
以
内

と
す
る
」
、
「
会
計
年
度
を
四

月
一
日
～
翌
年
三
月
三
十
一
日

と
す
る
」
（
平
成
十
二
年
よ
り

実
施
）
の
ふ
た
つ
。
適
切
な
文

言
へ
の
変
更
も
あ
っ
た
。

役
員
定
数
の
変
更
は
「
近
年

増
え
て
い
る
自
治
会
活
動
へ
対

応
で
き
る
よ
う
に
」
と
の
考
え

に
よ
る
も
の
で
、
将
来
的
な
役

員
増
に
含
み
を
持
た
せ
た
。
議

案
は
す
べ
て
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
川
相
肇
民
生
児

童
委
員
が
「
井
原
市
は
痴
呆
介

護
教
室
や
サ
ロ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
な
ど
を
積
極
的
に

開
い
て
い
る
。
是
非
受
講
し
て

知
識
を
高
め
て
欲
し
い
」
と
、

地
域
福
祉
活
動
の
推
進
を
呼
び

掛
け
た
。

郷
社
足
次
山
神
社
の
総
代
長

で
も
あ
る
川
相
氏
は
、
郷
社
の

近
況
に
つ
い
て
「
懸
案
だ
っ
た

堀
や
参
道
の
改
修
が
終
わ
り
ま

し
た
。
是
非
お
参
り
頂
き
た

い
」
と
報
告
し
た
。

「
公
共
場
所
で
犬
に
糞
を
さ

せ
て
持
ち
帰
ら
な
い
」
「
猫
に

金
魚
を
食
べ
ら
れ
た
」
「
マ
ナ

ー
条
例
を
つ
く
る
べ
き
」
な
ど

の
声
が
、
全
国
各
地
で
相
次
い

で
い
る
。

ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
と
言
わ
れ
る

中
で
特
に

糞
害

は
問
題
視

さ
れ
続
け
て
き
た
。
し
か
し
、

「
近
所
付
き
合
い
も
大
切
だ
か

ら
…
」
と
の
感
情
か
ら
、
直
接

飼
い
主
に
苦
言
を
呈
さ
な
い
穏

健
派
が
ほ
と
ん
ど
。

と
こ
ろ
が
最
近
は
「
非
常
識

に
も
ほ
ど
が
あ
る
。
こ
の
種
の

問
題
は
ど
こ
へ
言
え
ば
解
決
す

る
の
か
」
と
い
っ
た
、
強
硬
派

が
増
加
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
倉
掛
の
一

人
は
「
結
局
の
と
こ
ろ
、
飼
い

主
の
意
識
に
か
か
っ
て
い
る
と

思
う
。
マ
ナ
ー
最
優
先
こ
そ
、

ペ
ッ
ト
に
対
す
る
愛
情
の
証
で

し
ょ
う
」
と
話
し
て
い
る
。
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ペ
ッ
ト
糞
害
に

憤
慨


自
治
会
規
約
、一
部
改
正

大
運
動
会
選
手
の
選
出
要
請

「
福
祉
活
動
の
推
進
を
」

カ
ナ
ダ
で
３
週
間

ホ
ー
ム
ス
テ
イ

「
飼
育
マ
ナ
ー
守
っ
て
」

涼しかった盆踊り
井原町盆踊り大会（井原町公民館主催）が井原小

学校で８月15日、住民ら多数が参加して開かれた。

やや涼しかったものの、倉掛少年団育成会が担当し
た模擬店のかき氷は例年並みの売り上げだった。

自治会総会

カナディアンカレッジの仲間と共に＝８月13日

ホームページ http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

中２の佐能沙耶香さん
倉掛１６組の佐能沙耶香さん(井原中２年)が

夏休みを利用して３週間、カナダのビクトリア

市でホームステイを体験、様々な文化交流を通

して多くの事を学び、このほど帰国した。

倉掛１６組の佐能沙耶香さん

Ｑ
ビ
ク
ト
リ
ア
市
の
印
象
は
？

Ａ
「
と
に
か
く
緑
が
多
か
っ

た
。
可
愛
い
野
ウ
サ
ギ
が
そ
ば

へ
寄
っ
て
来
る
様
な
所
で
す
」

Ｑ
普
段
の
食
事
は
？

Ａ
「
ほ
と
ん
ど
ス
レ
ッ

ド
さ
ん
の
奥
様
が
作
っ

て
下
さ
い
ま
し
た
。
時
々
で
す

が
、
私
も
赤
飯
や
み
そ
汁
、
手

打
ち
の
冷
や
し
う
ど
ん
な
ど
を

作
っ
て
あ
げ
ま
し
た
」

Ｑ
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
で

の
勉
強
は
ど
う
で
し
た
か
？

Ａ
「
自
由
な
感
覚
で
楽
し
く
取

り
組
め
ま
し
た
」

Ｑ
学
校
以
外
に
は
何
か
？

Ａ
「
色
々
な
所
へ
行
き
ま
し

た
。
友
達
と
着
物
姿
で
老
人
ホ

ー
ム
へ
出
掛
け
、
お
年
寄
り
と

一
緒
に
折
り
紙
を
し
ま
し
た
。

ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
で
初

め
て
鯨
を
見
ま
し
た
」

Ｑ
文
化
交
流
を
図
る
に
は
？

Ａ
「
母
国
を
よ
く
知
っ

て
お
く
こ
と
で
す
」

Ｑ
海
外
に
行
っ
て
一
番

良
か
っ
た
こ
と
は
？

Ａ
「
イ
ラ
ク
問
題
と
か
…
、
国

際
社
会
に
少
し
ず
つ
目
が
向
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

沙
耶
香
さ
ん
語
る

Ｑ
＆
Ａ



一
行
を
乗
せ
た
バ
ス
は
十
二

日
午
後
十
時
に
倉
掛
を
出
発

し
、
翌
朝
六
時
に
静
岡
県
御
殿

場
市
に
到
着
。
朝
食
を
終
え
、

駿
東
郡
小
山
町
須
走
の
富
士
浅

間
神
社
に
参
拝
し
て
登
山
の
無

事
を
祈
っ
た
。

次
に
山
梨
県
の
山
中
湖
へ
行

き
、
静
山
荘
の
モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
に
乗
せ
て
も
ら
う
。
時
折
姿

を
見
せ
る
富
士
の
峰
に
歓
声
を

あ
げ
な
が
ら
、
豪
快
な
湖
上
遊

覧
を
楽
し
ん
だ
。

ふ
た
た
び
須
走
に
戻
り
陸
上

自
衛
隊
富
士
学
校
を
見
学
。
最

初
に
入
っ
た
資
料
館
で
広
報
班

の
中
野
さ
ん
か
ら
自
衛
隊
の
概

要
説
明
を
聞
く
。
広
い
敷
地
内

で
は
映
画
「
戦
国

自
衛
隊
」
の
ロ
ケ

準
備
も
進
め
ら
れ

て
い
た
。

隊
員
と
一
緒
に

昼
食
を
と
っ
た
あ

と
、
芝
生
広
場
に

並
ん
だ
戦
車
を
間

近
に
見
る
。
大
人

も
子
供
も
「
生
ま

れ
て
初
め
て
本
物

に
触
れ
た
」
と
、

ひ
と
味
違
う
思
い

出
の
一
ペ
ー
ジ
を

刻
ん
だ
。

ふ
じ
あ
ざ
み
ラ
イ
ン
を
通
っ

て
新
５
合
目
に
着
き
、
午
後
二

時
半
か
ら
い
よ
い
よ
登
山
を
開

始
。
森
を
抜
け
、
や
が
て
視
界

が
開
け
る
。

二
時
間
半
で

こ
の
日
に
泊

ま
る
６
合
目

（
２
７
０
０

ｍ
）
の
山
小

屋
瀬
戸
館
へ

到
着
し
た
。

夜
は
美
し

い
下
界
の
街

灯
り
を
見
な

が
ら
「
本
当

に
来
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
ー
」

と
、
参
加
し
た
大
人
達
も
感
慨

深
げ
に
語
り
合
っ
て
い
た
。

翌
朝
は
四
時
起
床
。
ご
来
光

を
見
て
五
時
半
、
身
支
度
を
整

え
頂
上
を
め
ざ
す
長
い
闘
い
が

始
ま
っ
た
。
３
０
０
０
ｍ
を
超

え
る
頃
か
ら
一
行
二
十
四
人
は

三
つ
か
ら
四
つ
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
る
。
７
合
目
、
８
合
目
は

高
く
て
遠
い
。
元
気
に
９
合
目

の
鳥
居
を
過
ぎ
た
佐
能
光
洋
君

・
佐
能
健
斗
君
・
岡
藤
航
平
君

が
午
前
十
時
半
、
登
頂
一
番
乗

り
を
果
た
し
た
。
そ
の
二
時
間

後
、
最
後
の
グ
ル
ー
プ
も
登
頂

に
成
功
。
苦
し
み
の
表
情
が
一

転
、
笑
顔
に
。
前
日
の
二
時
間

を
含
め
、
最
長
九
時
間
の
登
り

に
耐
え
た
平
井
さ
ん
親
子
ら
全

員
が
「
ヤ
ッ
タ
ー
。
嬉
し
い
」

と
喜
び
に
浸
っ
た
。

巨
大
な
火
口
を
見
て
今
度
は

下
山
だ
。
砂
走
り
と
呼
ば
れ
る

道
を
一
気
に
下
り
、
夕
刻
六
時

頃
、
全
員
が
無
事
に
新
５
合
目

で
顔
を
合
わ
せ
た
。

育
成
会
の
谷
和
政
会
長
は
、

「
須
走
の
勝
又
良
英
さ
ん
（
渡

辺
自
治
連
合
会
長
の
後
輩
）
や

日
の
丸
旅
行
の
田
中
弘
治
さ
ん

（
育
成
会
Ｏ
Ｂ
）
の
ご
協
力
が

大
き
い
。
二
日
間
共
に
好
天
だ

っ
た
の
は
幸
運
。
そ
れ
に
し
て

も
皆
さ
ん
の
頑
張
り
は
凄
か
っ

た
」
と
振
り
返
っ
て
い
る
。
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9/12  井原町敬老会 （井原小）
9/18  井原中学校体育大会
9/18  自治連合会防犯パトロール
9/20  第３部新型消防車・入庫式

午前９時～式典
田中苑東駐車場

午前10時～放水訓練
袋田公園

9/26  井原町大運動会 （井原小）
10/ 3  消防団第３部試運転日
10/ 3  倉掛少年団・公園土手清掃
10/ 3  井原市民体育祭

午前９時～（陸上競技場）
10/13～14 井原中２年生・職場体験
10/16  自治連合会防犯パトロール
10/24  井原町鬼まつり
11/ 2  井原中学校・校内マラソン

２・３・４校時
11/ 7  岡山県高校駅伝競走大会
11/ 7  井原町球技大会
11/ 9  倉掛少年団夜警活動
11/14  倉掛少年団廃品回収

■「日本の最高峰、富士山頂に登っ
た！」という達成感を味わうことができ
て感謝、感激です。苦しかったけれど本
当に良かった。＝森 吉生
■富士登山では自分自身と真剣に向き合
うことが出来、今までにない達成感と自
信を得ることができました。＝守屋英明
■７時間かかって（二日目）頂上にたど
り着いた時の感動と、下り６時間の計13
時間は、今まで体験・経験したことがな
い時間でした。今回、谷育成会長をはじ
め、皆さんと一緒に参加できたことは本
当に嬉しく、感謝しています。有り難う
ございました。＝平井文子
■８月１２日より倉掛少年団有志で富士
山に登ってきました。さすがに日本一の
富士山は簡単には登れず、６時間の登山
道は自分の体力への挑戦でした。
しかし、山頂に着いた時は苦しみより

感動の方が大きく、親子で手を握って喜
びました。子供にとっては小学校最後の
夏休み。とても素晴らしい経験をさせて
もらい、また一つ精神的に大きく成長し
てくれたのではないかと思いました。本
当にお世話になり、有り難うございまし
た。＝横田知恵

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆

山
中
湖
遊
覧
や
自
衛
隊
見
学
も

少 年 団

関係有志

倉
掛
少
年
団
の
関
係
有
志
ら
二
十
四
人
が
八
月
十
二
日
～
十
五
日
、
盆

休
み
を
利
用
し
て
車
中
二
泊
・
山
小
屋
一
泊
の
日
程
で
富
士
登
山
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
、
大
人
も
子
供
も
貴
重
な
体
験
を
味
わ
っ
た
。

初めて見る戦車に群がり記念撮影＝自衛隊富士学校

疲
れ
を
見
せ
な
か
っ
た
倉
掛
の
挑
戦
者
た
ち

最
長
９
時
間
の
闘
い

無
類
の
達
成
感
「
ヤ
ッ
タ
ー
」

６
合
目
の
山
小
屋
・
瀬
戸
館
を
め
ざ
す
横
田
博
子
さ

ん
（
右
）
と
守
屋
淳
美
さ
ん
＝
八
月
十
三
日

富士登山参加者

平井 温子（小 ６）
平井 文子（育成会）
小谷 咲乃（小 ５）
小谷 規之（育成会）
小川 真奈（小 ５）
小川 泰之（育成会）
川上 悟史（小 ５）
川上 珠実（中 ２）
川上 薫（育成会）
守屋 淳美（小 ６）
守屋 英明（育成会）
守屋 ユミ（育成会）
横田 博子（小 ６）
横田 知恵（育成会）
森 生子（小 ６）
森 吉生（育成会）
佐能 健斗（中 １）
佐能 光洋（中 ３）
佐能 敏政（育成会

ＯＢ）
岡藤 航平（小 ５）
谷 知美（小 ６）
谷 和政（育成会）
田中 弘治（育成会

ＯＢ）
渡辺 研一（自治会）

美
し
い
下
界
の
景
色
に
ほ
っ
と
ひ
と
息
…

静山荘のパワーボートで遊覧＝山中湖

富士山ほっと情報


